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Beijing+10～この１０年・あなたは変わりましたか～

連合会会長 平松 昌子

1995 年に北京会議が開催された時、会長としてＢＰＷの方針をきちんと決

められなかったことが、心のしこりとなって残ってきました。とにかく北京へ行き、

女性たちの熱気を体験しながら、あの北京会議で採択された「行動綱領」がそ

の後の女性たちの行動指針として、法律や制度にこれほど大きな影響をもた

らすとは自覚していなかったのです。（北京会議＝会報２７号に掲載）

この「行動綱領」には、以下の 12 項目があり、さらに、それぞれを実現するた

めの戦略目標及びとるべき行動が明記されています。

1.女性と貧困 2.女性への教育と訓練 3.女性と健康 4.女性に対する暴力

5.武力紛争下の女性 6.女性と経済 7.権力及び意志決定に於ける女性

8.女性の地位向上のための制度的な仕組み 9.女性の人権

10．女性とメディア 11.女性と環境 12.少女

“北京＋１０”は、行動綱領にそって各国がどのような成果を上げてきたか、

或いは後退しているかを点検し、男女共同参画社会実現に向けて残された課

題を検索するのが作業の目的です。

既に国連からは、各国政府に質問状が出されており、日本でも、政府は５

月に回答書を提出。ＮＧＯも、JAWW(日本女性監視機構)が中心になって報

告書をまとめました。今後の手順としては、今年中に、国→地域という順で問

題を整理し、最終的には来年３月の 国連・女性の地位委員会（ＣＳＷ）で討

議されます。（政府の回答書は内閣府ＨＰに掲載））

アジア太平洋地域の調整は、ＮＧＯが、７月にバンコクでフォーラムを開い

たのに続いて、GO は９月に同じくバンコクで上級担当者会議を開きます。

（ＮＧＯフォーラム・次ページ参照）

ＢＰW としての役割は何か 日本のＮＧＯ見解とりまとめには積極的に参加

出来ませんでしたが、国際団体としてアジア太平洋地域での比較報告をする

ことになりました。タイトルは、「２歩前進、１歩後退」。併せて各国連合会にア

ンケートを依頼。 これは、日本でも各クラブ宛に発送されました。

質問は“北京行動綱領・１２領域”の中で”：

１）この１０年間に進歩したと思うのは何か。

２）他国の例であっても、進歩したと思えるのは、何か。

３）後退していると思えるのは、何か。

ＢＰＷ International のノック副会長は地元開催ということもあって「ＢＰＷと

して何かしようではないが」という提案に積極的に対応して、{Two Steps 

Forward, One Step Backward} とのテーマで各国アンケートを実施し、主催者

との調整を行って、ＢＰＷ ワークショップの実現に漕ぎつけたものです。

各クラブ宛に発送された上記の質問状に対して幾つかのクラブから回答が

寄せられました。私は、１０年前の至らなかった反省を込めて、バンコクで日本

の状況を報告しました。みなさんも、もう一度、この１０年の女性の地位に見る

「前進と後退」について考えてみてください。
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北京会議から１０年を前に、北京行動綱領その後を

話し合うアジア・太平洋地域 NGO 女性フォーラム

フォーラムへの参加者は主催者の当初予想を大き

く上回る 800 人、参加国は 35 ヶ国に達した。大会

初日に 100人もの未登録者が受付に列を作ったとい

うことからも主催者の混乱は想像できるだろう。

今回のフォーラムで注目したいのは、「ミニ・フィ

ルム・フェスティバル（ミニ映画祭）」が組み込まれ

たこと。これは、改めて女性問題の複雑さ、深刻さ

を考えさせる鍵となった。

また、最終日、最終文書を採択するための全体会

議で若い女性たちの中から「レスビアンを女性の権

利として認める」よう求めた強硬な発言がでるなど、

北京会議時代とは異なる新しい世代が育ちつつある

ことも実感させられた。（あの頃の小学生が社会人だ

もの･･･。）

会議の一部を紹介しますが、詳細は HP をご覧下

さい。

１）ワークショップ

北京行動綱領にある 12 の問題領域に従って、参加

団体が単独で或いは連合して意見を交換し、課題を

検討する場がワークショップ。

例えばＡ）貧困と女性では、5 つのＷＳが組まれ、

「東アジアにおける工業化経済がもたらす新しい

貧困」＝主催 EAWF（東アジア女性フォーラム）

ほか 5 会場という具合。ＷＳの総計は６９だった。

２）ＢＰＷのワークショップ

ＢＰＷ International は「２歩前進・１歩後退」タ

イトルで域内女性の成功と失敗の事例を報告。

「経済危機がタイ女性管理職のガラスの天井を砕

いた」、「日本は何故ＧＥＭ＃44 なのか」「シンガポ

ール経済に占める女性の役割」「韓国に於ける女性

の進出」。会場の確保と設備の点検、発言者の調整

など、本番までいろいろ苦労をしたようだが、広い

会場に多数の参加者が集った。

３）ミニ映画祭

何故、“映画祭”なのかに疑問を抱いたが、映像の

持つ迫力は半端なレポートを上回っていた。全て、

女性を扱ったドキュメントフィルムであり、既に

上映されたもの、未発表ものなど取り混ぜての上

映で、主催者は、決めてからの時間があまりにも

短かったので、あえて「ミニ・フェスティバル」

として実施に踏み切ったと述べている。上映に際

し、可能な限り制作関係者が出席して質疑に応じ

たことも、成功の１因。 
上映作品は約 25 本。日本からは２作品。その

一つは、立命館大学学生による「日本での選挙と

マスコミ報道」（5 分）。「大学のゼミで、日本の選

挙報道に女性がどう描かれているかを考えるため

に制作した」という制作意図の説明に対し、会場

からは「カメラは女性？」などの質問があった。

しかし、印象に残った作品はいずれも女性たち

の苦しい状況を描いたドキュメント。

一つはイランの作品で「女性刑務所」。女性監督

は、「イランの人口は 650 万人、そして受刑者は

400 万人。つまり、イラン人の多くが刑務所を体

験している現実を踏まえ、その生活を通して女性

の姿を訴えたかった」とコメントしている。淡々

と描かれる刑務所内での女性囚の日常と彼女たち

の数奇な人生。最後に１７年を刑務所で過ごした

主人公が、暗い刑務所の出口から太陽に照らされ

た街に向かう後ろ姿で映画は終ったが…。 
この他、ネパールの作品で、夫が死亡したこと

で身につけていた腕輪も耳飾りも全てを暴力的に

奪われ、悪病神として親族からも追はれ女性が、

無の中で新しい生き方を見つける「自由への模索」

など印象は強烈だった。日本で上映する機会はな

いだろうか。

５）最終文書の採択について

印刷文書の配布は間に合わず、近日中に HP に掲

載予定。（HP アドレスは後記）

６）報告書のシンボルカラーについて

今回の報告書は、パープル・レポートと総称され

各国とも表紙に紫色を使用するが、これまで：

1995 北京の報告書「イエロー・ブック」

2000 北京＋５「レッド・ブック」

この縮小版は「ブルー・ブック」

以上が、AP-NGO-Forum のあらましです。

―上記関連のお知らせー

○関連記事は、最終文書も含め、下記にアクセスし

て下さい。http://ap-ngo-forum.isis.women.org

○「北京＋10」に関するアンケート調査に対する各クラ

ブの回答は、BPW ホームページに掲載します。

○日本 NGO レポート 2004「北京＋10 に向けて」（パー

プル・ブック）は、JAWW（日本女性監視機構）が発行し

ています。（連絡先：3417764801@jcom.home.ne.jp ま

たは FAX03-3963-3825）

Beijing+10 アジア会議

Asia-Pacific NGO Forum 2004 on Beijing +10

2004 年 6 月 30 日－7 月２日 バンコク/タイ

http://ap-ngo-forum.isis.women.org/
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◇BPW ロゴマーク入り Tシャツ販売！ 財務委員会
この夏、連合会では背中襟元に BPW ロゴの入った
T シャツ（半袖）を販売します。
リゾートに、タウン着のインナーに、イベントのユニ
フォームとしてご活用下さい。
1 枚 1000 円。色は 4 色（白・グレー・黒・青緑）、
サイズは M・L・LL です。（小さめなので、普通より
１サイズ上をご注文下さい。）

また、昨年同様、紀州梅干の通販も継続します。各ク
みも受付けており、素麺の通販（長崎クラブ）のチラシを

新企画 会員の声・意見交換 第 1 回テーマ “あなたにとって BPW とは？”
2004 年度第 1 回評議会では、せっかくの機会なので全国から集まった方々の意見を聞き、いろいろなクラブの活動の

実態を知ることができました。評議会参加は、会長だけですので、今後はもっと多くの会員の BPW に対する考えを聞い

ていきたいと思って、このコーナーを設けました。第 1 回目のテーマに寄せられた声を紹介します。

「私にとっての BPW」 町田 佳世子（BPW 札幌クラブ）

私はまだ会員歴一年半の新人ですが、その短い期間

に多くのことを BPW の皆様や活動から学びました。

最も重要なことは「真の助け合いは信頼の上に成り立

つ」ということです。BPW のメンバーは様々な形で助け合

っています。自分の仲間を積極的に紹介し合い、そこか

ら新たな仕事やネットワークが広がっていくように働きか

け合うこともその一つです。私自身も様々な分野の方を

ご紹介いただき、自分の世界を広げることができました。

積極的に紹介し合うということは、互いが信頼に足る者で

あるということの確信なしにはできません。「信頼する」、そ

れはプロとしての自覚と自立を認め合っていることだと思

います。そのような認め合いがしっかりと存在するのが

BPW です。

紹介し合うためには「自分を積極的に売り込むこと」が

必要で、それは見せびらかしではなく絶え間ない自己研

鑚の結果であり、感動を与えるものだということも実感しま

した。いつでも誰もが自立し甘えない、ゆえに助け合う、

そのような BPW は、私にとって常に自分を奮い立たせる

場になっています。

（北海道東海大学国際文化学部 助教授）

「私にとっての BPW」 栗林 英子（ＢＰＷ東京クラブ）

ちょっと敷居が高かったのですが、安陪陽子ＢＰＷ東

京クラブ会長のご推薦を受け、３年前からＢＰＷの仲間

入りをさせて頂きました。グローバルで確かな視点と人

格とを兼ね備えた素晴らしい方々との出会いが始まった

わけです。

これまでに、東京クラブの毎月の例会、連合会の高松

大会、名古屋大会、更にＢＰＷＩアジア太平洋地域会議

に参加させて頂きました。連合会会長、副会長、各クラ

ブ会長等をはじめ各会員が国内外でオピニオンリーダ

ーとして強靭な意志と行動力を持ち活躍されている姿を

拝見し、緊張感の中にも「自ら何かをやろう」という力が

私に湧いてきます。気持も体も動きます。ＢＰＷは今、私

の原動力となりました。しかし、私自身はまだまだ力不

足で、学ぶこと、指導、支援して頂くことばかりです。

現在、各クラブとも会員数は減少傾向のようですが、こ

の素晴らしい会の存在を一人でも多く広め、ＢＰＷ発展

のため微力ながら頑張りたいと思います。

（社会保険労務士）

次回のテーマは“ＢＰＷの資金難を解決するには？” 〆切 8 月末迄

送り先：メール Nobuk9016@aol.com または FAX095-822-9016 まで

２００４年度第２回連合会役員会報告 200４年６月２６日(土)12：00～16：00 於：連合会事務局/欠席:長田

議題

Ⅰ.事業計画進行状況確認及び検討

(1)企画委員会(予算 15 万円)
①ブロック研究会

②ヤングスピーチコンテスト

（今後の日程は別表参照)

(2)組織委員会■組織拡大（12％以上）

①名簿作成…各クラブで最終確認

連絡先の選択及び職業記入

②組織拡大について…目標 12%！

各ブロック研究会開催月を

組織拡大月間に設定

「会員数の推移ｸﾞﾗﾌ」

(3)国際委員会

①UN-CSW インターン募集開始

②コングレスについて（Ⅲに記載）

(4)広報委員会

①ﾆｭｰｽﾚﾀｰ新企画/全国から意見募集

②緊急課題｢個人情報の扱い｣

(本紙 4ページ参照)) 

(5)財務委員会   

①通販：連合会通販及びクラブ通販 

②T シャツ販売について（別記参照）

③コングレスに在庫バッジを利用 
(6)ヤング委員会 

①ヤングスピーチコンテスト 

②メンター登録・・・登録用紙をメール

で発送 

③BPW-student 発会報告（別記参照） 
 
Ⅱ仙台大会について 

・基調講演/シンポジウムについて：

担当クラブ実行委員会と再検討中 

・分科会（案） １）女性と政治 ２）女性

指導者の育成 ３）働き方の多様性 

４）働く女性の老後 

※この結果を、男女共同参画局や行

政機関に陳情書・要望書・提案を出

せるような形にまとめる。  

・名刺交換会企画･･･基調講演と分科

会の間の 1 時間 
 
Ⅲコングレスについて 

・コングレス情報の発信は適宜行う

（7 月後半に登録方法などが、

BPWI の web に掲載予定） 
・日本から決議案を提出する 
・独自のワークショップを企画する 
・BPWI 役員への立候補も考える 
 
Ⅳその他 

北京＋10:アジア太平洋 NGO フォーラム 

2004 年６/30～7/6 平松会長が出席

し、BPW 主催のシンポジウムで発言予

定。（本紙 2 ページ参照） 
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ラブからの通販申込
配布致します。
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連合会会費一人当り 7,000 円の行方 
 
 

 
運営費￥5,516 の内訳

 事務所維持費 2,128
国際費￥935 の内訳 旅費交通費 1,638

BPWI 会費 686 会議費 295
BPWI 活動費 54 通信運搬費 256
ｺﾝｸﾞﾚｽ積立 195 情報活動費 703

 事務局費 332
 その他雑費 164

 

運営費￥5,516 79％ 
国際関係￥935 13％ 

委員会活動￥289 4％ 
総会費￥260 4％ 

◇HP 上の個人情報について 
  広報委員会 

 先般、既に退会した会員（元・連

合会副会長）が以前 HP に掲載した

連絡先を検索サイトで見た一般の

方からBPWの活動に関する問い合わ

せがありました。この事で、元会員

から HP 上の個人情報管理にクレー

ムの連絡が入りました。 

連合会では、各ブロック研究会な

どのイベント情報をニュースレタ

ーに掲載し、さらに HP 上でも読め

るようにしております。これは、イ

ベントの成功に少しでもお手伝い

できればという配慮です。今後、同

様なトラブルを避けるために、下記

の点についてご了承下さい。 

１）ブロック研究会や各クラブのイ

ベントなどの連絡先や人物紹介の

場合に、電話番号・メールアドレス

等を掲載すると、必ず HP に掲載さ

れ、その後ＢＰＷのＨＰから削除し

ても検索サイトなどのデータに残

る可能性があります。 

２）ニュースレター用に提出された

原稿などの場合、情報を頂いたクラ

ブや個人の方には、これまで通り、

印刷前に必ず内容のチェックをお

願いします。 

３）個人の連絡先を掲載したくない

場合、フリーメールアドレス等をご

利用ください。 

※今回の件は、一般の方もＢＰＷの

HP をご覧になり、活動に興味を持っ

て下さった結果と嬉しく受け止め

ております。 
 
事務局動静（特記事項のみ） 
＜5月＞ 

7 日 国際婦人年連絡会常任委員会 

11 日 国際婦人年連絡会による平和集会

(津田ホール) 
24 日 国際婦人年連絡会 総会 

26 日 ＣＳＷなどの報告を聞く会（内閣府） 

＜6 月＞ 

11 日・16 日 国連ＮＧＯ国内委員会として､

国連総会代表への人選､中東交流

の件外務省への申し入れ 

25 日官房長官による懇親会(官邸) 

26 日第 2 回ＢＰＷ連合会役員会 

 
編集後記：情報はたくさんあるのです
が、早くみなさんに読んでもらいたい
内容を優先して掲載し、夏休み前の
発行としました。多くの方からのご意
見をお待ちしています。（黒） 

◇“第１回 BPW-student の集い”        ヤング BPW 委員会 

 去る 5 月 18 日に BPW ス

チューデント（BPWS）の

立ち上げを東京にて行

いました 10 人の女子学

生が集まり、BPWSコアメ

ンバーでもある沓名典

子さんの CSW インター

ン報告をメインとしてアッ

トホームな雰囲気の会になりました。当日は東京クラブ澤田順さんのお話や平

松昌子会長ら先輩方の参加、そして BPWI 副会長 Nok 氏から激励のメッセー

ジも送っていただき参加者に十分満足してもらえる会を催すことができました。

翌日開設された BPWS のメーリングリストは徐々に会員を増やし、登録者は 6

月末現在 25 名です。各地での講演、催し物、UN 職員募集などの情報提供と

会員間の交流を二つの柱とし、そこから発展して立ち上げの会に続いて第二

回目になるお茶会も先日新宿で行いました。女子学生達の活動に期待しつつ

見守っていきたいと思います。会員の皆様にはサポートをよろしくお願いいた

します。これから各地の女子学生達に登録を呼びかけますので、BPWS へ各

地での催し物など情報を提供いただける方は二ノ宮まで御一報願います。 
 
◇ 2004 年度 UN-CSW インターン募集開始      国際委員会  

   2005 年 3 月１～12 日（予定）、NY で開催される第 49 回国連女性の地位委

員会へ派遣するインターンを募集します。次代の女性を育てる事業ですの

で、お知り合いの方に声をかけて頂きますよう、よろしくお願いします。 
 
◇会員増大を！ 各クラブで１２％増を!!         組織委員会 
会員数の減少傾向をストップさせましょう。3 ページのグラフを見て

下さい。12%up で、現状では、やっと 700 人強。でも、各クラブが、

一歩ずつでいいのです。10 人が 11 人に、20 人が 22 人に。全体で 1 年

後に 700 人、2 年後は 800 人、3 年後には 1000 人･･･。数は力です。 

◇ブロック研究会・ヤングスピーチコンテスト今後の予定      企画委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（担当） ブロック研究会 スピーチコンテスト 

北海道・
東北 
（山形） 

10 月 10 日（日） 講師・徳永幾久 
“歴史から学ぶ、平和のために今、で
きること/布が語る女たちの願う平和” 

ブロック研究会の講
演の前に開催。 

関東山
梨 
（関東） 

11 月 3 日（土） 講師・渥美雅子氏 
演題未定 

ブロック研究会時
に開催。 

中部 
（東海） 

5 月 29 日（土）終了 
 

10 月予定。各クラ
ブから候補選出。 

近畿 
（大阪） 

11 月 6 日（土） 
演題・講師ともに未定 

未定 

西日本 
（香川） 

10 月 30 日（土）シンポジウム形式 
テーマ未定 

香川クラブで開催
し、総会に代表を出
す予定。 


